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平
成
20
年
度
第
３
回
定
例
会
は
９
月
12
日
か
ら
９
月
25
日
ま

で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

今
定
例
会
で
は
平
成
19
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算

を
認
定
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
関
係
、
発
議
２
件
、
議
案
５
件
、
報
告

２
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
同
意

可
決
し
た
。

主な特別会計歳出決算額
　国民健康保険特別会計　　　　　３億２，２６５万円
　老人保健特別会計　　　　　　　８億８，１８４万円
　下水道事業特別会計　　　　　１１億５，０４３万円
　介護保険特別会計　　　　　　　４億９，０５９万円

　給水戸数　　　　　  　３，１４０戸 （５７戸の増加）
　給水人口　　　　　  　７，８０６人 （５０人の増加）
　年間総給水量　　　　  ８１万１，４３５t （２万１，７０５ｔの増加）

（平成２０年３月 31日現在）

営業収益・営業外収益から営業費用・営業外費用を引くと １，９４６万円の
赤字決算である。

19年度行決算認定

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
各
会
計
共
に
行
政
成
果
表
の
と
お

り
広
範
囲
に
わ
た
る
行
政
が
な
さ
れ
、
効
率
良
く
検
討
の
上
、

予
算
執
行
さ
れ
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
。

歳
入
面
に
お
い
て
、
特
に
税
の
徴
収
等
に
努
力
の
跡
が
認
め

ら
れ
る
が
、
税
・
料
に
お
け
る
収
入
未
済
額
の
一
部
に
長
期
化

が
懸
念
さ
れ
る
。
収
入
未
済
額
の
発
生
・
増
加
に
十
分
留
意
し
、

引
き
続
き
最
大
限
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

次
の
事
項
に
つ
き
、
速
や
か
に
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

・
予
算
執
行
に
つ
い
て

予
算
は
、
目
的
を
も
っ
て
計
上
し
執
行
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
不
用
額
が
生
じ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
は
あ
る
が
、
最
少
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

・
入
札
制
度
に
つ
い
て

入
札
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
業
者
の
育
成
を
図
り
つ

つ
、
競
争
性
の
確
保
と
事
業
効
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

町
全
域
の
事
業
完
成
が
近
づ
く
中
、
今
後
は
維
持
管
理
が

主
体
と
な
る
こ
と
か
ら
、
接
続
率
の
向
上
等
効
率
運
営
に
努

め
ら
れ
た
い
。

・
水
道
事
業
に
つ
い
て

単
年
度
決
算
で
は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
20
年
度

に
お
い
て
料
金
改
定
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
中
長
期
的

な
展
望
に
立
っ
た
経
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

監
査
委
員
の
意
見
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問　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
い
ず
れ
も
不

納
欠
損
と
な
っ
た
理
由
は
。

税
務
課
長　

町
民
税
で
13
名
、

固
定
資
産
税
で
15
名
、
軽
自

動
車
税
で
８
名
で
、
無
し
財

産
、
生
活
保
護
、
所
在
不
明

等
の
た
め
。

問　

悪
質
滞
納
者
は
な
い
の

か
。

税
務
課
長　

こ
の
不
納
欠
損

の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

予
防
接
種

の
委
託
料
に
不

用
額
が
出
て
い

る
が
そ
の
要
因

は
。

住
民
福
祉
課
長

　

当
初
、
日
本

脳
炎
を
計
上
し

て
い
た
が
使
用

し
な
か
っ
た
た

め
。

問　

遊
休
農
地

作
業
を
完
了
し
、
20
年
度
で

す
べ
て
耕
作
し
て
い
る
。

問　

健
全
化
判
断
比
率
は
安

全
と
言
わ
れ
る
が
、
経
常
収

支
比
率
が
98
．
３
％
と
上
が

っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
今
後
の
見
通

し
は
。

町
長　

普
通
交
付
税
と
臨
時

財
政
対
策
債
を
減
額
、
減
税

補
て
ん
債
の
減
と
な
る
中
、

扶
助
費
と
公
債
費
の
増
加
に

よ
り
、
経
常
収
支
を
大
き
く

上
昇
さ
せ
た
。

今
後
も
、
一
層
努
力
し
て

施
策
に
取
り
組
む
。

国
民
健
康
保
険

問　

資
格
証
明
書
、
短
期
保

険
証
の
発
行
状
況
は
。

税
務
課
長　

資
格
証
明
書
は

７
件
、
短
期
証
に
つ
い
て
は
、

今
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

資
格
証
明
書
７
件
が
発

行
さ
れ
て
い
る
状
況
は
。

税
務
課
長　

７
件
の
う
ち
５

件
が
今
、
地
方
税
回
収
機
構

に
で
て
お
り
、
２
件
に
つ
い

て
は
、
行
き
先
が
わ
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。

下
水
道
事
業

問　

す
で
に
供
用
開
始
し
て

い
る
集
合
型
の
接
続
率
の
い

ず
れ
も
が
90
％
に
も
達
し
て

い
な
い
。

そ
の
理
由
、
今
後
の
取
り

組
み
は
。

上
下
水
道
課
長　

海
岸
地
区

に
お
い
て
は
、
空
き
地
、
空

き
家
等
の
部
分
に
設
置
し
て

い
る
箇
所
が
多
い
た
め
、
今

後
も
、
早
期
接
続
に
努
力
す

る
。

問　

起
債
の
残
高
が
19
年
度

末
で
28
億
７
５
０
０
万
円
、

こ
の
残
高
、
返
済
の
ピ
ー
ク

は
何
年
に
な
る
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

一
般
財
源

と
加
味
し
た
計
画
で
は
、
平

成
22
年
前
後
と
な
る
。

一 
般 
会 

計

解
消
総
合
対
策
促
進
事
業
９

件
、
１
２
０
ａ
の
成
果
は
。

産
業
建
設
課
長　

19
年
度
で

特 

別 

会 

計

下水道接続率の向上を

７
月
14
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
、
同
意
し
た
。

田口　英穗　氏
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
第
３

条
及
び
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
決

算
に
係
る
日
高
町
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
を
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
報
告
す
る
も
の
。

問　

財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
基
に
な
る
標
準

財
政
規
模
を
大
き
く
す

る
方
策
は
あ
る
か
。

総
務
政
策
課
長　

当
町

の
標
準
財
政
規
模
は
22

億
１
３
１
６
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
自

主
財
源
の
確
保
等
が
こ

れ
を
上
げ
る
要
因
と
な

る
。

問　

基
準
財
政
需
要
額

の
算
定
基
礎
そ
の
も
の

を
国
に
対
し
て
大
き
く

し
て
も
ら
う
よ
う
な
要

望
を
し
な
い
と
、
交
付

税
は
下
が
り
続
け
る
事

に
な
り
、
財
政
的
に
も

厳
し
い
状
態
が
続
く
と

考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

町
長　

日
高
町
だ
け
と

は
い
か
な
い
の
で
、
今

後
県
の
町
村
会
を
通
じ

て
運
動
し
て
い
く
。

平
成
19
年
度
決
算
に
係
る
日
高
町
財
政
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

①　実質収支が黒字であり問題なしと認められる。

②　実質収支等の合計が黒字であり問題なしと認められる。

③　早期健全化基準の２５％を大きく下回っており問題なしと認められる。

④　早期健全化基準の３５０％を大きく下回っており問題なしと認められる。

平成１９年度決算に係る日高町財政健全化意見書

健全化判断比率 平成19年度 早期健全化基準 県内順位（上位から）

①実質赤字比率 赤字なし 　１５％ 　５位

②連結実質赤字比率 赤字なし 　２０％ 　７位

③実質公債費比率 　１３．５％ 　２５％ １４位

④将来負担比率 １３８．３％ ３５０％ １７位
県内30市町村

①経営健全化基準の資金不足比率２０．０％か
らすると問題なしと認められる。

（実質赤字だが留保資金取り崩しのため）

平成１９年度決算に係る日高町水道事業会計
経営健全化審査意見書

率  名 平成 19 年 度経営健全化基準

資金不足比率 資金不足なし ２０．０％

①実質収支が黒字であり資金不足額が発生して
おらず問題なしと認められる。

（一般会計より繰り入れのため）

平成１９年度決算に係る日高町下水道事業会計
経営健全化審査意見書

率  名 平成 19 年 経営健全化基準

資金不足比率 資金不足なし ２０．０％

財政健全化判断比率等とは、【財政健全化判断比率】と【資金不足比率】です。
財政健全化判断比率は次の４つの比率からなっています。

一般会計等の赤字の程度で、財政運営の深刻度を示すものです。

一般会計等と特別会計の全ての会計の単年度の実質赤字の程度で、町全体の財政
運営の深刻度を示すものです。

一般会計の借金返済額に特別会計一部事務組合における借金返済額に充てるため
に、一般会計から支出した額を合算した額から交付税措置分等を差し引いた実質
的な一般会計の負担の程度で、借金返済にかかる資金繰りの危険度を示すもので
す。これは３年間の平均値で示されます。

一般会計が全ての会計と一部事務組合、第３セクターでの借入金残高にたいして
負担する額や、全職員の退職金への負担額など今後、支出が必要となる額と、町
の貯金の額や交付税で措置される額などを勘案し、将来において一般会計の負担
となる程度で、将来の財政への圧迫度を示すものです。

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率
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問　

地
籍
活
用
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
。

副
町
長　

地
籍
調
査
事
業
は

本
年
度
中
に
町
内
全
域
の
現

地
調
査
が
終
了
し
、
平
成
21

年
度
末
に
は
す
べ
て
完
了
と

な
り
、
こ
の
地
籍
デ
ー
タ
ー

を
管
理
し
様
々
な
分
野
に
利

活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

立
で
２
名
の
園
児
で
あ
り
、

町
内
よ
り
広
域
入
所
が
増
え

て
き
て
い
る
。

問　

広
域
入
所
に
よ
っ
て
町

の
持
ち
出
し
が
、
町
内
の
園

へ
通
園
さ
れ
る
よ
り
も
高
く

つ
く
と
考
え
る
が
そ
の
費
用

の
差
は
。

住
民
福
祉
課
長　

町
外
の
私

立
へ
入
所
す
る
と
、
た
と
え

ば
０
歳
児
で
は
、
17
万
５
千

円
の
広
域
入
所
負
担
金
と
な

る
な
ど
、
町
の
負
担
が
多
く

な
る
。

問　

地
震
防
災
対
策
事
業
支

援
補
助
金
の
説
明
を
。

総
務
政
策
課
長　

自
主
防
災

組
織
の
設
置
、
活
動
促
進
事

業
と
し
て
、
原
谷
と
小
坂
が

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

費
は
２
０
２
万
５
千
円
で
あ

る
。

問　

谷
口
ポ
ン
プ
場
跡
地
の

土
地
売
り
払
い
と
は
。

産
業
建
設
課
長　

谷
口
交
差

点
工
事
に
か
か
る
代
替
地
と

し
て
㎡
当
た
り
１
万
５
千
円

で
全
部
を
売
却
し
た
。

問　

中
継
ポ
ン
プ
施
設
工
事

の
詳
細
説
明
を
。

上
下
水
道
課
長　

小
中
地
内

で
５
カ
所
、
高
家
地
内
で
１

カ
所
を
施
設
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
回
の
工
事
に
よ
り
、

供
用
開
始
が
早
ま
る
対
象
戸

数
は
１
７
０
戸
と
な
る
。

左
記
の
意
見
書
を
、
産
業
教
育
委
員
会
か
ら
提
案
し
、

全
議
員
の
賛
成
で
国
に
送
っ
た
。

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
後
に
お
い
て
も
、
地

方
に
必
要
な
道
路
整
備
が
、
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
強
く
要
望
す
る
。

記

１
．
国
及
び
地
方
の
道
路
財
源
の
安
定
的
な
確
保

２
．
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
幹

線
道
路
網
の
国
の
責
任
に
基
づ
く
整
備
と
そ
れ
に
必

要
な
財
源
の
確
保

３
．
道
路
整
備
の
遅
れ
た
地
域
へ
の
優
先
的
予
算
配
分

４
．
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
制
度
の
維
持
・
拡
充
、

ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
制
度
の
創
設

５
．
新
た
な
整
備
計
画
へ
の
地
方
の
意
見
の
反
映
と
、

地
方
に
必
要
な
道
路
の
明
確
な
位
置
付
け

既
定
の
予
算
額
に
、
５

２
３
０
万
３
千
円
を
追
加

し
、
総
額
５
億
７
６
７
万

円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
，
管
路
施

設
工
事
で
４
９
４
０
万
円
、

測
量
設
計
委
託
料
で
１
５

０
万
円
の
減
額
と
な
る
が
、

県
道
御
坊
由
良
線
（
産
湯

地
内
）
拡
幅
工
事
に
と
も

な
う
下
水
道
管
移
設
工
事

で
２
０
０
万
円
、
中
継
ポ

ン
プ
施
設
工
事
で
８
１
３

２
万
円
、
下
水
道
基
金
積

立
金
で
の
２
４
０
５
万
７

千
円
の
増
額
。

一 
般 
会 

計

既
定
の
予
算
額
に
、
４
７
６
５
万
円
を
追
加
し
、

総
額
34
億
３
９
６
９
万
７
千
円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
，
国
保
日
高
総
合
病
院
負
担
金
１
９

７
６
万
８
千
円
、
地
籍
活
用
Ｇ
Ｉ
Ｓ
構
築
費
３
７
４

７
万
３
千
円
、
公
的
年
金
特
徴
対
応
地
方
税
電
子
申

告
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
費
２
８
６
万
２
千
円
を
追
加

計
上
す
る
が
、
住
民
税
還
付
金
１
１
３
２
万
４
千
円
、

長
期
償
還
金
利
子
５
５
１
万
５
千
円
の
減
額
等
。

問　

広
域
入
所
児

童
の
増
加
、
私
立

保
育
所
へ
の
入
所

児
童
の
増
加
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
負
担

金
の
増
額
補
正
と

な
っ
て
い
る
が
詳

細
説
明
を
。

住
民
福
祉
課
長　

私
立
で
６
名
、
公

特 

別 

会 

計

下
水
道
事
業

賛
成
討
論

我
々
地
方
の
住
民
は
、
ど
こ
へ
行
く
に
し
て
も
車
へ

乗
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
で
、
１
人
当
た
り
の
揮
発
油

税
の
負
担
額
が
非
常
に
多
い
。

道
路
特
定
財
源
が
一
般
財
源
化
さ
れ
、
ど
こ
へ
使
わ

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
透
明
な
時
期
に
き
て
い
る
。
地

方
の
道
路
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
声
を
大
に
し
て

言
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

山
本　

善
啓　

議
員

Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

地
籍
調
査
で
得
ら
れ
た
成

果
を
も
と
に
、「
地
籍
管
理
」

「
農
家
台
帳
」「
農
業
地
図
」

「
水
田
台
帳
」「
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
支
援
」「
公
有
財
産
管

理
」「
庁
内
公
開
型
ウ
ェ
ブ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
等
、
土
地
情
報
の

利
活
用
を
お
こ
な
う
。

谷口ポンプ場跡地
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問　

風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

町
の
税
収
増
や
観
光
資
源
と

し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
の
で
、
積
極
的
に
推
進

す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
町
民

の
声
に
は
、
会
社
ま
か
せ
で
、

地
元
ま
か
せ
で
今
ひ
と
つ
町

の
積
極
性
が
見
え
な
い
と
聞

く
が
。

町
長　

こ
の
事
業
は
、
町
に

と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
で
今

後
も
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
。

問　

こ
の
事
業
で
の
町
の
メ

リ
ッ
ト
、
地
域
活
性
化
計
画

を
明
確
に
示
し
、
ま
た
低
周

波
音
に
対
す
る
、
町
の
見
解

を
明
ら
か
に
し
て
、
町
民
の

理
解
を
得
る
よ
う
努
力
す
べ

き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
関
係
地
区
に
対

し
て
も
地
区
と
会
社
の
間
に

立
っ
て
町
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
さ
ら
に

問　

今
ま
で
の
よ

う
に
国
・
県
頼
り

で
は
地
方
の
再
生

は
で
き
な
い
。

地
方
を
再
生
、

活
性
化
さ
せ
る
の

は
何
と
言
っ
て
も

地
方
自
治
体
の
取

り
組
み
で
あ
り
、

今
こ
そ
金
が
な
け

れ
ば
知
恵
を
出
し
、

問　

阿
尾
不
毛
の

地
域
指
定
が
第
３

種
か
ら
第
１
種
に

強
化
さ
れ
る
と
造

成
工
事
は
全
て
不

可
能
と
な
り
、
こ

の
ま
ま
の
現
状
で

放
置
さ
れ
る
と
自

然
環
境
も
さ
ら
に

悪
化
し
、
ま
た
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

と
周
辺
住
民
に
と

ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
救
助

艇
保
管
施
設
の
周
辺
整
備
な

ど
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
。

１
年
で
も
早
い
改
良
を
望

む
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
、

県
が
阿
尾
の
不
毛
を
第
１
種

に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ

の
機
会
に
周
辺
整
備
を
声
を

大
に
し
て
要
求
す
る
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
る
が
。

町
長　

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

少
し
で
も
改
良
で
き
る
よ
う

に
強
く
要
求
し
て
い
く
。

積
極
的
な
姿
勢
で
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　

こ
の
事
業
の
促
進
に

は
、
議
員
各
位
、
区
長
会
よ

り
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
推

進
す
る
。

っ
て
は
、
大
き
な
問
題
と
な

る
。県

ま
か
せ
に
せ
ず
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

計
画
を
立
て
、
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
長　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う

全
力
を
挙
げ
て
県
に
要
望
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
方
向
で
取

り
組
む
。

問　

阿
尾
・
田
杭
間
に
は
、

町
に
合
っ
た
対
策
を
早
急
に

取
り
組
む
時
と
考
え
る
が
。

町
長　

今
以
上
に
、
今
後
と

も
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。 楠　

新
一　

議
員

急がれる周辺整備
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問　

７
月
15
日
、
テ
レ
ビ
朝

日
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
特
集
で
、
愛
媛
県
伊
方
町

の
風
力
発
電
の
低
周
波
に
よ

っ
て
健
康
被
害
が
起
き
て
い

る
と
い
う
内
容
の
放
送
が
さ

れ
、
日
高
町
で
進
め
ら
れ
て

い
る
風
力
発
電
事
業
に
不
安

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

町
は
、
そ
の
不
安
の
声
に

誠
実
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
。

住
民
感
情
を
置
き
去
り
に

し
て
事
業
が
進
ん
で
し
ま
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
風
力
発

電
が
す
で
に
稼
動
し
て
い
る

地
域
で
の
調
査
や
、
国
、
県
、

専
門
家
の
協
力
を
求
め
る
な

ど
、
不
安
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
。

町
長　

事
業
者
に
よ
る
経
済

産
業
省
へ
の
申
請
時
に
、
低

周
波
の
影
響
を
考
慮
し
、
計

画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
影

響
は
少
な
い
も
の
と
考
え
る
。

民
間
企
業
の
お
こ
な
う
事

業
に
対
し
、
町
が
前
面
に
出

て
、
地
元
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
は
、
風

力
発
電
事
業
に
か
か
る
全
て

の
債
務
を
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
、

地
元
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問　

現
在
、
大
平
山
の
事
業

は
ど
の
段
階
に
あ
る
か
。

ま
た
、
補
助
金
と
の
関
係

で
工
事
着
工
の
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
は
い
つ
か
。

町
長　

県
に
対
し
て
、
林
地

開
発
の
申
請
を
す
る
た
め
、

地
区
の
同
意
を
得
る
こ
と
や

地
権
者
と
の
協
議
を
し
て
い

る
。
林
地
開
発
の
許
可
が
出

れ
ば
着
工
と
な
る
。

平
成
22
年
３
月
末
の
工
期

か
ら
逆
算
す
る
と
21
年
3
月

ま
で
に
着
工
す
る
こ
と
が
必

要
。
ま
た
、
一
旦
取
り
下
げ
、

再
度
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
。

５
０
ｍ
で
あ
る
。

風
力
発
電
の
た
め
の
環
境

影
響
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

民
家
ま
で
の
距
離
を
５
０
０

ｍ
前
後
離
す
よ
う
指
導
さ
れ

て
お
り
、
６
５
０
ｍ
離
れ
れ

ば
、
低
周
波
に
つ
い
て
特
に

問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

問　

健
康
被
害
に
つ
い
て
色

々
な
説
が
あ
る
。
も
っ
と
、

調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

科
学
的
な
情
報
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
知
ら
せ
、
そ
の
上

で
住
民
の
皆
さ
ん
の
判
断
を

得
る
こ
と
が
必
要
。

来
年
の
３
月
に
着
工
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
第
一
に
考
え
、
後
か
ら

後
悔
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
て
は
、
何
の
た
め
の
行
政

か
分
か
ら
な
い
。

町
が
、
事
業
者
と
同
じ
立

場
に
立
っ
て
し
ま
っ
て
は
、

住
民
の
健
康
を
守
れ
な
い
よ

う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

調
査
や
住
民
へ
の
お

知
ら
せ
な
ど
、
今
後
十
分
検

討
し
て
い
き
た
い
。

—

そ
の
他
の
質
問—

第
３
期
、
第
４
期
の
は
し
か

予
防
接
種
に
つ
い
て

学
校
図
書
の
充
実
に
つ
い
て

問　

健
康

被
害
に
つ

い
て
は
距

離
が
一
番

大
き
な
問

題
だ
と
考

え
る
か
。

町
長　

大

平
山
の
風

車
か
ら
隣

接
民
家
ま

で
の
最
短

距
離
は
６

西岡　佳奈子　議員

大平山風力発電完成予想図

愛媛県伊方町の風力発電
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当
委
員
会
は
、
去
る
９
月

３
日
に
「
ゴ
ミ
の
減
量
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、

社
会
福
祉
法
人
・
太
陽
福
祉

会
「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

日
高
」
を
視
察
し
、
天
ぷ
ら

廃
油
か
ら
バ
イ
オ
燃
料
を
製

造
す
る
工
程
を
聞
い
た
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
食
用
廃
油
を
化
学
処
理
し

て
精
製
す
る
軽
油
の
代
替
燃

料
）
の
特
徴
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
が
０
カ
ウ
ン
ト
、
黒

煙
は
３
分
の
１
か
ら
10
分
の

１
の
減
少
。

Ｓ
Ｏ
ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）

は
、
排
ガ
ス
中
に
は
ほ
と
ん

ど
含
ま
な
い
。

改
造
等
の
必
要
が
な
く
、

市
販
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
公

道
走
行
が
可
能
。

１
０
０
％
使
用
で
あ
れ
ば

軽
油
引
取
税
は
対
象
外
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。

現
時
点
で
は
、
精
製
さ
れ

た
燃
料
（
１
日
90
㍑
生
産
）

は
特
定
の
業
者
等
に
販
売
さ

れ
、
収
益
を
得
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
で
ゴ
ミ
の
減

量
化
も
期
待
で
き
、
ま
た
、

環
境
に
や
さ
し
い
燃
料
で
あ

り
、
原
油
高
の
中
、
コ
ス
ト

削
減
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

問
題
点
と
し
て
は
、
町
内

で
一
般
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
さ

れ
て
い
る
天
ぷ
ら
廃
油
の
回

収
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
委

当
委
員
会

は
、
去
る
８

月
１
日
に
開

催
し
、
第
１

次
産
業
に
お

け
る
原
油
価

格
高
騰
の
影

響
等
に
つ
い

て
産
業
建
設

課
を
招
致
し

て
調
査
研
究

を
実
施
し
た
。

当
町
の
基

に
達
し
て
い
る
と
農
業

漁
業
を
取
り
巻
く
窮
状

の
報
告
を
受
け
た
。

今
後
、
国
県
だ
け
で

な
く
、
町
独
自
の
支
援

策
を
早
急
に
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
全
委
員
の

一
致
す
る
意
見
で
あ
っ

た
。

この広報紙は再生紙を使用しています。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

員
会
と
し
て

は
、
使
用
に

関
し
て
は
不

安
は
な
い
が
、

回
収
に
関
し

て
は
、
町
民

の
方
々
に
事

業
の
こ
と
を

今
以
上
に
理

解
し
て
い
た

だ
き
、
協
力

を
得
る
よ
う

に
努
力
す
る

べ
き
と
意
見

を
ま
と
め
た
。

幹
産
業
で
あ
る
農
漁
業
に
つ

い
て
は
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
が
進
み
、
非
常
に
厳
し
い

現
状
の
中
、
加
え
て
昨
今
の

著
し
い
原
油
高
、
こ
れ
に
よ

る
資
機
材
、
肥
料
費
等
の
大

幅
ア
ッ
プ
、
し
か
し
依
然
と

し
て
市
場
価
格
は
低
迷
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
。

漁
業
に
お
い
て
は
船
の
低

速
航
行
の
実
施
、
農
業
に
お

い
て
は
ハ
ウ
ス
栽
培
の
光
熱

動
力
費
の
抑
制
等
そ
れ
ぞ
れ

が
工
夫
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
自
助
努
力
も
限
界

バイオ燃料精製機（約350万）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
一
般

質
問
の
放
送
も
定
着
し
て
き
ま

し
た
が
、
ご
覧
い
た
だ
い
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

12
月
議
会
か
ら
は
役
場
ロ
ビ

ー
と
中
央
公
民
館
で
、
本
会

議
の
生
中
継
を
お
こ
な
う
予
定

で
す
。
議
会
だ
よ
り
と
あ
わ
せ
、

よ
り
一
層
、
開
か
れ
た
議
会
へ

と
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

西
岡　

佳
奈
子 出漁に備える船団（阿尾港にて）


